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ホームページの全面リニューアルについて

「ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス」へ滋賀銀行が参加

2019年5月22日（水）、地方銀行の広域連携の枠組みである「ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス」に滋賀銀行が新たに
参加しました。
「ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス」では、2015年10月の発足以来、フィンテック事業や事務・システム共同化、相続関
連業務、国際業務、グループ会社の連携など多岐にわたる施策を進めてきました。
今回の滋賀銀行の参加でアライアン

ス参加行が9行となり、各行が持つノウ
ハウや知見を結集し、幅広い分野にお
いて戦略的アライアンスを一層加速さ
せることで、より付加価値の高いサー
ビスを提供し、地域社会の持続的な成
長に貢献してまいります。

「ＢＣＰ支援私募債」のお取扱い開始について
2018年12月より、ＢＣＰ（※１）私募債のお取扱いを開始いたしました。
この私募債は、本私募債を発行したお取引き先が当行の委託先であるセコム株式会社より無償（当行が費用
負担いたします）でＢＣＰ初期コンサルティング（※２）が受けられる商品です。当行は、資金調達とあわせたお取引
き先のＢＣＰニーズにお応えするとともに、お取引き先の経営基盤を強固にするためのサポートをおこなってま
いります。

（※１）ＢＣＰとは
Business Continuity Planの略で、災害などリスクが発生し
た時に重要業務が中断せず、また事業活動が中断した場合で
も、目標復旧時間内に重要な機能を再開させ、業務中段にと
もなうリスクを最低限にするため、平時から事業継続につい
て戦略的に準備しておく計画のことです。

（※２）ＢＣＰ初期コンサルティングとは
災害時などにおける早期事業再開に向けた基盤づくりを支援
するためのコンサルティングのことです。
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2018年11月にお客さまの利便性向上を目的に
ホームページの全面リニューアルをおこないました。
新しいホームページでは、お客さまが目的の情報に素
早くアクセスできるように、デザイン・レイアウトを一
新し、見やすく、使いやすいデザインにいたしました。

・お客さまのご利用端末がパソコンでもスマートフォンでも最
適な表示ができる「レスポンシブＷｅｂデザイン」を採用
・よく利用されるメニューが表示される「メガドロップダウンメ
ニュー」を採用し、お客さまが知りたい情報により早くアクセス
できるよう操作性を改善
・全ページをＳＳＬ（通信の暗号化）対応し、セキュリティを強化
・さまざまなお客さまにご利用いただけるよう、使いやすさに
配慮した機能、デザインを採用

リニューアルのポイント
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第八十六国立銀行設立（当行の淵源）

第一合同銀行設立
（資本金650万円、所在地岡山市下之町）

山陽銀行設立
（資本金1,002万円、所在地苫田郡津山町）

中國銀行創立
（第一合同銀行と山陽銀行が合併、
資本金1,500万円、所在地岡山市内山下、
初代頭取大原孫三郎）

第二代頭取　公森太郎就任

第三代頭取　守分十就任

預金1,000億円達成

預金5,000億円達成

東京支店開設

第四代頭取　守分勉就任

預金1兆円達成

預金1兆5,000億円達成

資本金70億円に増資

新事務センター竣工

個人預金1兆円達成

大阪証券取引所市場第二部、広島証券取引
所市場ヘ株式上場

預金2兆円達成

海外コルレス契約包括承認取得

資本金115億円に増資

フルディーリング開始

第五代頭取　稲葉侃爾就任

大阪証券取引所市場　第一部へ指定替え

東京証券取引所市場第一部へ上場

預金2兆5,000億円達成

無償新株式発行　発行済株式総数2億20万株

預金3兆円達成

国債先物取引・金融先物取引の取次業務開始

全国キャッシュサービス（MICS）開始

債券先物オプション取引取次業務開始

「株式会社中国銀行」に商号変更、CI導入
新研修センター完成

新本店竣工
預金4兆円達成

本店営業部が新本店にて営業開始

山陰地区へ初の進出、米子支店開設

信託業務開始

信託代理店業務開始

香港支店開設

個人預金2兆円達成

住宅ローンセンター開設

上海駐在員事務所開設

インターネットにホームページ開設

振込集中処理システム稼働

シンガポール駐在員事務所開設

投資信託窓口販売開始

第六代頭取　山本吉章就任

第七代頭取　稲葉侃爾就任

営業店OAシステム導入

第八代頭取　永島旭就任

ダイレクトバンキングセンター開設

郵貯とのATMオンライン提携取扱開始

株式分割

インターネット・モバイルバンキング取扱開始

損害保険窓口販売開始

個人無担保ローン自動審査システム稼働開始

「企業経営改善支援担当」を設置
（平成15年7月「経営改善サポートセンター」に改称）
「確定拠出年金」の業務開始

女性従業員の制服を廃止

生命保険窓口販売開始

「営業支援システム」運用開始

「ちゅうぎんビジネスクラブ」設立

金融商品仲介業務取扱開始

「岡山駅前支店」新築オープン

銀行本体発行クレジットカード
「DREAMｅ‐Ｗ」取扱開始

第1回「ちゅうぎんビジネスクラブ商談会」開催

「コンサルティングプラザ」オープン
銀行本体発行クレジット単体型カード「DREAMｅ‐Ｓ」取扱開始

ＩＣキャッシュカードの発行手数料無料化

「ちゅうぎんビジネスセンター」を開設

岡山県内１１金融機関のＡＴＭを相互開放

融資支援システム稼働

津山証券株式会社を子会社化
（平成22年5月　中銀証券株式会社に商号変更）
ちゅうぎん大供ビル開設

中期経営計画「信頼と挑戦」スタート

第九代頭取　宮長雅人就任

インターネット支店「晴れの国支店」開設

中期経営計画「ちゅうぎん Heart」スタート
テレビ会議システム全店で稼働
「ちゅうぎんの心」策定

電子マネーを活用した地域カード「晴れの国
カード」取扱開始

バンコク駐在員事務所開設

リサーチ＆コンサルティングセンター開設

ICTイノベーションセンター開設

長期経営計画「Vision2027 未来共創プラン
（ちゅうぎん10年戦略）」策定

新基幹系システム「TSUBASA（翼）」稼働

ホームページ全面リニューアル

「TSUBASAアライアンス」に滋賀銀行が加わり9行へ

第十代頭取　加藤貞則就任
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